


型エアコンとし、吸気口は 450mm × 450mm、吹出口は

65mm×460mmであり、エアコンの風速は弱風に設定する。

測定対象領域は１箇所の吹出口とし、50mm 間隔で端部

から中央部までを測定する。２台のレーザーは正対させ

て設置し、上方に向けて測定対象に照射する。吸気口と

吹出口に同時にシーディングのできるダクトを取り付け

たスモークジェネレーターによってシーディングを行う。

4　測定結果

4.1　単純住宅通風モデル

　図３に単純住宅通風モデルの水平断面における PIV 測

定結果を示す。空気が風上側から測定対象の開口部に流

入し、流れ場の中心部に風速１m/s 程度の比較的速い気

流を生成する。また、風下側の開口部から排出されなかっ

た空気が内壁に衝突し、壁面を沿って拡散し、内部に左

右対称の循環流を生じさせる様子が観察される。

4.2　無翼型扇風機及び有翼型扇風機

　図４に扇風機の水平断面における PIV 測定結果を示

す。無翼型扇風機は基部から吸引した比較的少量の空気

をリング状の開口部※３から高速で前方に吹き出し、リ

ング内部に負圧を発生させ、周囲の空気を誘引すること

で風量を増大させている。また、吹き出された空気は減

速しながら次第に拡散していき、全体としてほぼ左右対

称となる流れ場を形成する。一方、有翼型扇風機は高速

の回転翼により空気を断続的に送ることで気流を生成す

る。流れ場の中心部の速度は速いが、周囲の空気を誘引

する様子は観察されない。

4.3　天井埋め込み型空調機

　図５に天井埋め込み型空調機の PIV 測定結果 (吹出口

中央部 )を示す。空調機は中央部の吸気口から空気を吸

引し、４箇所の吹出口から空気を吹き出す。吹出口付

近は風速 2.5m/s 程度の比較的速い気流が生成され、拡

散する様子は観察されない。気流は次第に拡散してい

き、吹出口から水平距離 300mm 程度の位置では、風速

は 1.0m/s 程度となる。

5　まとめ

①単純住宅通風モデルは、流れ場の中心部に風速１m/s

　程度の比較的速い気流が生成される。また、開口部か

　ら排出されなかった空気が壁面を沿って拡散し、循環

　流を生じさせる。

②無翼型扇風機は、吹出口から高速で空気を吹き出し、

　リング内部に負圧を発生させ、周囲の空気を誘引する

　ことで風量を増大させる。有翼型扇風機は、高速の回

　転翼により空気を送ることで気流を生成する。

③天井埋め込み型空調機は、中央部の吸気口から空気を

　吸引し、風速 2.5m/s 程度で吹出口から空気を吹き出

　す。吹出口付近の風速は比較的速く、拡散する様子は

　観察されない。
※１　Computational Fluid Dynamics（数値流体力学）　
※２　トレーサにはスモークジェネレーターで発生させた難燃性のスモーク
　　　を使用する。
※３　開口部の幅は約 1.3mm。

図３　単純住宅通風モデルの水平断面における PIV 測定結果
(ａ )可視化画像 (ｂ )PIV 解析による風速ベクトル

図４　扇風機の水平断面における PIV 測定結果

(ａ )可視化画像

（１）無翼型扇風機

図５　天井埋め込み型空調機の PIV 測定結果 (吹出口中央部 )
( ａ ) 可視化画像 (ｂ )PIV 解析による風速ベクトル

図２　天井埋め込み型空調機の実験装置の概要

風向き風向き

( ｂ )PIV 解析による風速ベクトル

(ａ )可視化画像 (ｂ )PIV 解析による風速ベクトル

（２）有翼型扇風機
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